
（別紙３）

～ 2026年　4月　30日

（対象者数） 32 （回答者数）
24

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
利用時間を自分たちの時間として作り出せるよう生活スキル

の向上に取り組みたい

2
子どもの行動を待って見守れるだけの時間を確保してあげ、

より自主的に表出できるよう援助したい

3
学校課題がネックになっているため、保護者と連携を取り

加減の選択肢をもらえると助かる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
子どもの様子も反映しつつ、療育的な取り組みとの両立を

目指すため中長期的な支援を元にした工夫に取り組みたい

2
長期休みなどを利用した取り組みや、土曜日を利用して

ニーズの達成を目指している

3 要望があるが時期尚早と思う面もあり、もう少し検討したい

自立性を持った過ごしの時間を確保している
指導員の介入を極力減らし、自分自身で考え選択できる

環境を担保している

子ども主体の生活環境から関わり方の成長を促進している
子ども同士の交流が確保できるよう、常に見守りの体制を

もとに、子ども達の実体験に繋がる援助を行っている

リフレッシュや過ごしの場として確立できている
臨機応変に子どもの状態など確認して、可能な限り負担の

ない１日を送れるよう支援している

ICT化の整備が整っていない 導入への知識やノウハウも低く、体制が準備されていない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

学年があがり学校時間が長くなり事業所での時間確保が

難しくなっている

疲れ気味に来所するため身辺整理などに時間を要することも

あり時間の確保が難しい

学校課題に時間がかかり子ども同士の交流時間が少なく

なっている
宿題などに時間が終われ十分な支援時間が確保できない

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　5月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ラパン

○保護者評価実施期間
2026年　2月　2日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　2日

事業所における自己評価総括表公表


